
1 酪農とちぎ農業協同組合　2018．７．31

１ページ　　　表紙

２ページ　　　第 17 回通常総会

３ページ　　　第 16 回乳質共励会

４～５ページ　東西南北（各支所）

６ページ　　　米国乾草現地レポート、部課だより（業務部）

７ページ　　　部課だより（生乳受託課）

８ページ　　　理事会だより、平成 30 年度支所事業、

お知らせ、市場成績

第 17 回通常総会より

みんなのよい食プロジェクト

「キャラクター笑
え

味
み

ちゃん」

第 号101第 号101



2酪農とちぎ農業協同組合　2018．７．31

　
６
月
26
日
、
高
根
沢
町
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
栃
木
県
農
政
部
畜
産
振
興
課
齋

藤
課
長
を
来
賓
に
迎
え
第
17
回
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
臼
井
組
合
長
か

ら
、
日
々
安
全
・
安
心
な
良
質
乳
生
産

の
ご
尽
力
に
対
し
て
の
敬
意
と
感
謝
を

述
べ
、
こ
の
４
月
よ
り
「
新
畜
安
法
」

が
施
行
さ
れ
、
組
合
員
全
員
の
委
託
を

受
け
る
事
が
で
き
た
反
面
、
他
方
で
は	

「
い
い
と
こ
取
り
」
も
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
我
々
酪
農
家
に
公
平
と
な
る

よ
う
注
視
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
述
べ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
酪
農
家
の
生
産
基
盤
強
化	

が
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
１
０
７
、０
６
７	

千
円
の
緊
急
酪
農
生
産
基
盤
強
化	

対
策
、後
継
牛
安
定
対
策
費
５
２
、９
３
１	

千
円
、
育
成
牛
に
対
す
る
支
援
対
策
費

３
５
、
３
２
０
千
円
の
対
策
が
措
置
で

き
た
事
は
組
合
に
結
集
す
る
組
合
員
全

員
の
力
で
あ
る
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
平
成
30
年
度
は
第
５
期
中

期
構
想
の
初
年
度
と
な
る
が
、
一
層
の

生
乳
生
産
を
継
続
し
、
酪
農
生
産
基
盤

の
確
立
に
向
け
、
組
合
員
の
皆
様
と
共

に
一
体
感
を
持
っ
て
組
合
運
営
に
取
り

組
む
所
存
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
議
長
団
に
は
、
藤
田
一
義
氏
（
大
田

原
市
）
森
正
美
氏
（
那
珂
川
町
）
の
両

名
が
選
任
さ
れ
、
円
滑
に
議
事
を
進
行

し
て
頂
き
全
議
案
と
も
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
修
了
後
、
松
山
副
組
合
長
の
閉

会
宣
言
に
よ
り
通
常
総
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

当
日
の
出
席
状
況

組
合
員
数	

５
３
８
名

本
人
・
代
理
人
出
席
数	

１
４
６
名

書
面
議
決	

３
９
２
名

主
な
質
疑
・
意
見
要
望
事
項

①
　
組
合
収
支
状
況
に
つ
い
て

第
17
回
通
常
総
会
開
催

提
出
全
議
案
承
認
さ
れ
る

新役員　石塚　聡理事
（大田原地域）

議長団
左より　藤田　一義 氏、森　正美 氏

採決 ▼

▲乳質共励会表彰者



3 酪農とちぎ農業協同組合　2018．７．31

以上、33名の方々が第16回乳質共励会において特に優秀な成績を収められました。　※敬称略

第16回乳質共励会表彰者名簿 平成30年 6月26日

表彰区分 支　所　名 組 合 員 名 連 続 賞 組合外表彰

最優秀賞

那須高原支所 斎　藤　　　実 知　事　賞

宇都宮支所 駒　場　　　久 7年連続 知　事　賞

県 南 支 所 伊　沢　琢　磨 知　事　賞

優　秀　賞

那須高原支所 高　橋　　　昭 農政部長賞

〃 ㈱ 桃 井 牧 場 4年連続 農政部長賞

〃 小　針　結　城 農政部長賞

〃 前　田　宏　幸 2年連続 農政部長賞

〃 根　本　勝　浩

〃 石　川　正　嗣

〃 菊　地　　　勇

〃 室　井　忠　次

〃 高　柳　智　紀

宇都宮支所 和　知　弘　憲

〃 黒　尾　賢　一

〃 植　木　　　靖 2年連続

優　良　賞

那須高原支所 皆　川　悦　郎

〃 高　久　秀　明

宇都宮支所 小　口　和　則

〃 川　田　佳　男

那須高原支所 後　藤　　　浩

〃 福　田　秀　利

宇都宮支所 大　野　雅　美

〃 羽　田　　　栄

那須高原支所 木　村　　　誠

〃 大　関　一　男

県 南 支 所 大　木　宏　泰

〃 松　山　秀　夫

那須高原支所 高　野　廣　一

〃 熊　谷　貞　二

〃 森　　　弘　一

宇都宮支所 山　本　　　修

〃 ㈱シルクランドファーム

県 南 支 所 柳　　　吉　成

優秀賞・農政部長賞
㈱桃井牧場（４年連続）

最優秀賞・知事賞
駒場　　久 氏（７年連続）

通
常
総
会
に
先
立
ち
、
乳
質
共
励
会
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
に
は
、
敬
意
を
表
し
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
16
回
乳
質
共
励
会
表
彰
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那
須
高
原
支
所

女
性
会
３
支
部
研
修
旅
行
開
催

　
女
性
会
大
田
原
支
部
（
髙
﨑
優
子
支

部
長
）
で
は
、
６
月
21
日
に
13
名
参
加

の
も
と
、
茨
城
県
鉾
田
市
へ
メ
ロ
ン
狩

り
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
鉾
田
市
は
メ
ロ
ン
の
生
産
が
日
本
一
と

言
わ
れ
て
お
り
、
今
回
メ
ロ
ン
狩
り
を

行
っ
た
「
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
メ
ロ
ン
の

森
」
は
自
家
ハ
ウ
ス
50
棟
ほ
ど
あ
る
大

き
な
農
家
で
す
。
メ
ロ
ン
狩
り
を
始
め

る
前
に
、
メ
ロ
ン
の
選
び
方
や
狩
り
方
な

ど
の
説
明
を
聞
き
初
メ
ロ
ン
狩
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
メ
ロ
ン
狩
り
を
楽
し
ん

だ
後
、
メ
ロ
ン
の
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
品
種

で
「
さ
や
か
」
と
い
う
メ
ロ
ン
を
贅
沢
に

１
／
２
玉
を
試
食
し
ま
し
た
。
試
食
後

は
、
家
族
や
友
人
へ
の
お
土
産
に
メ
ロ
ン

を
購
入
さ
れ
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
充
実
し

た
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
女
性
会
塩
原
・
西
那
須
野
支
部
（
中

村
典
子
支
部
長
）
で
は
、
７
月
３
日
に

参
加
者
18
名
で
群
馬
県
で
の
研
修
旅
行

を
行
い
ま
し
た
。

　
車
内
で
は
「
バ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
最
初
の
目
的
地
、
ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ

ハ
ラ
ダ
の
工
場
見
学
で
は
、
工
場
に
訪

れ
た
方
だ
け
が
試
食
で
き
る
ラ
ス
ク
に

舌
鼓
を
打
ち
、
ラ
ス
ク
の
製
造
工
程
を

見
学
し
ま
し
た
。
昼
食
は
地
上
１
２
３

メ
ー
ト
ル
の
最
も
空
に
近
い
と
さ
れ
る

群
馬
県
庁
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
、
地

元
野
菜
と
群
馬
県
産
の
肉
料
理
な
ど
堪

能
し
ま
し
た
。

　
最
後
の
見
学
地
は
、
世
界
遺
産
・
富

岡
製
糸
場
で
す
。
杉
や
松
の
木
を
骨
組

み
に
、
漆
喰
と
フ
ラ
ン
ス
積
み
の
煉
瓦

壁
で
覆
わ
れ
た
工
場
は
、
私
達
に
生
糸

技
術
の
歴
史
と
産
業
遺
産
と
し
て
の
価

値
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
気
温
30
度
を
超
え
る
猛
暑
日
の
中

で
、
支
部
員
同
士
の
親
睦
を
よ
り
深
め

ら
れ
た
研
修
内
容
と
な
り
、
明
日
へ
の

活
力
に
繋
が
る
楽
し
い
一
日
と
な
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
女
性
会
那
須
支
部
（
竹
内
禮
子
支
部

長
）
で
は
、
７
月
10
日
に
参
加
者
25
名

の
も
と
、
足
利
方
面
へ
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
行
き
の
バ
ス
車
内
で
は
、
子
牛
の
暑

熱
対
策
に
つ
い
て
、
増
体
に
は
、
夏
場

の
送
風
・
飲
水
等
の
環
境
整
備
が
欠
か

せ
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
足
利
へ
到
着
し
、
ま
ず
足
利
織
姫
神

社
に
て
縁
結
び
の
参
拝
を
行
い
ま
し

た
。
平
等
院
鳳
凰
堂
を
モ
デ
ル
と
さ
れ

た
外
観
は
非
常
に
華
や
か
な
も
の
で
し

た
。
コ
コ
・
フ
ァ
ー
ム
ワ
イ
ナ
リ
ー
で

は
、
見
学
及
び
昼
食
を
し
ま
し
た
。
ワ

イ
ン
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
も
で
き
、
皆

さ
ん
お
好
み
の
ワ
イ
ン
を
お
土
産
に
購

入
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
午
後
は
足
利

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
て
ス
イ
レ
ン
や
バ

ラ
を
観
賞
し
た
後
、日
本
最
古
の
学
校
、

足
利
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
県
南
部
の
酷
暑
に
も
負
け
ず
、
終
始

元
気
に
、
充
実
し
た
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

宇
都
宮
支
所

女
性
会
２
支
部
が
東
京
を
満
喫

　
女
性
会
の
宇
河
今
市
支
部
と
塩
谷
支

部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
月
に
東
京
方
面

へ
日
帰
り
研
修
を
し
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

●
水
族
館
見
学
と
歌
舞
伎
鑑
賞

　
６
月
６
日
、
女
性
会
宇
河
今
市
支
部

（
金
田
千
明
支
部
長
）
で
は
９
名
が
参

加
し
、
研
修
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
先
ず
、
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
昼

食
を
摂
り
、
そ
の
後
は
併
設
の
水
族
館

女性会　大田原支部

女性会　塩原・西那須野支部

女性会　那須支部
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ア
ク
ア
パ
ー
ク
品
川
を
見
学
し
ま
し
た
。

館
内
は
映
像
や
光
を
巧
み
に
使
っ
て
、

幻
想
的
な
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、
な
か

で
も
透
過
型
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
搭
載

し
た
水
槽
は
世
界
初
で
あ
り
、〝
都
会
の

水
族
館
〟
を
十
分
に
堪
能
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
き
な
ト
ン
ネ
ル
型
の
水
槽
は

圧
巻
で
あ
り
、
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
歌
舞
伎
座
に
移
動
し
「
六

月
大
歌
舞
伎
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
初
め
て
の
歌
舞
伎
鑑
賞
と
の
こ
と

で
、
入
場
し
た
際
に
は
独
特
の
雰
囲
気

に
わ
く
わ
く
気
分
。
上
演
中
は
イ
ヤ
ホ

ン
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
あ
ら
す
じ
や
配
役

等
が
分
か
り
易
く
解
説
さ
れ
、
楽
し
く

鑑
賞
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
歌
舞
伎
な

ら
で
は
の
掛
け
声
が
客
席
か
ら
相
次

ぎ
、〝
生
〟
の
歌
舞
伎
に
感
激
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

●
赤
坂
迎
賓
館
を
見
学

　
６
月
22
日
、
女
性
会
塩
谷
支
部
（
加

藤
京
子
支
部
長
）で
は
９
名
が
参
加
し
、

研
修
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
赤
坂
迎
賓
館
は
、
多
く
の
支
部
員
さ

ん
が
見
学
を
希
望
し
て
い
た
場
所
で
あ

り
、
念
願
か
な
っ
て
の
研
修
で
す
。
当

日
は
館
内
に
入
場
す
る
と
、
そ
の
歴
史

あ
る
建
造
物
に
皆
さ
ん
感
動
！
ま
さ
に

〝
豪
華
絢
爛
な
迎
賓
館
〟
に
圧
倒
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
見
ど
こ
ろ
は
、
花
や
鳥

を
描
い
た
七
宝
焼
き
の
額
を
30
枚
飾
っ

た
「
花
鳥
の
間
」
や
、
館
内
で
最
も
豪

華
な
３
基
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
あ
る

「
羽
衣
の
間
」、
そ
し
て
館
外
で
は
ベ
ル

サ
イ
ユ
宮
殿
に
な
ら
っ
て
、
趣
の
あ
る

ピ
ン
コ
ロ
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
「
前

庭
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ゆ
っ
く
り

と
見
学
し
ま
し
た
。
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

雰
囲
気
の
中
、
皆
さ
ん
お
姫
様
に
な
っ

た
気
分
で
、
一
日
楽
し
ま
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
た
２
支
部
の
方
々
は
、
見

聞
を
広
め
た
ほ
か
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
の
研
修
会
に
参
加
出
来
た
こ
と

は
、
家
族
の
協
力
と
理
解
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
と
感
謝
し
、
明
日
へ
の
活
力

の
源
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

県
南
支
所

青
年
部
芳
賀
支
部
北
海
道
研
修
開
催

　
７
月
12
日
13
日
、
青
年
部
芳
賀
支
部

（
大
島
雅
広
部
長
）
の
北
海
道
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
帯
広
で
開
催
さ
れ
た
第
33

回
国
際
農
業
機
械
展
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
国
内
外
の
農
業
機
械
、
施
設
及

び
農
畜
産
物
の
加
工
機
械
等
の
企
業
・

団
体
が
１
３
４
社
出
展
、
最
新
の
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
や
、
普
段
見
る
こ
と
の
な
い

大
型
機
械
、
日
本
で
販
売
予
定
の
な
い

機
械
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

す
べ
て
の
ブ
ー
ス
を
見
学
す
る
の
は
無

理
で
し
た
が
、
各
々
関
心
の
あ
る
ブ
ー

ス
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
江
別
市
に
有
る
㈱

k
a
lm

（
カ
ー
ム
）
角
山
の
視
察
を
行
い
、

顧
問
の
渡
辺
さ
ん
に
案
内
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
当
牧
場
は
４
８
０
頭
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
牛
舎
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
８
台
、
乳

牛
５
６
０
頭
、
１
０
０
頭
哺
育
舎
、

１
５
０
ｋ
ｗ
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
施

設
を
有
し
、
昨
年
度
は
４
８
３
３
ｔ
の

生
乳
を
出
荷
し
て
お
り
ま
す
。
企
業
名

の
『k

a
lm

』
は
穏
や
か
な
・
悠
々
と

い
っ
た
意
味
が
有
り
、A

im
 to

 k
a
lm

 

fu
tu

re !

『
穏
や
か
な
未
来
を
目
指
す
』

が
企
業
理
念
で
あ
る
と
の
事
で
す
。

　
牛
舎
全
体
が
シ
ス
テ
ム
管
理
さ
れ
て

お
り
、
デ
ラ
バ
ル
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
は

ハ
ー
ド
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
連
動
し
、
発

情
・
妊
娠
・
乳
房
炎
、
ケ
ト
ー
シ
ス
等

が
推
量
出
来
る
と
の
事
で
し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
か
な
り
の
強
行
軍
で

し
た
が
、
今
後
も
経
営
に
有
益
な
事
業

を
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
青
年
部

事
業
へ
の
益
々
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

アクアパーク品川にて

赤坂迎賓館にて

『kalm』にて
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６
月
11
日
～
18
日
に
か
け
て
米
国
ワ

シ
ン
ト
ン
州
に
お
い
て
、
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
６
社
、
延
べ
１
０
０
ス
タ
ッ
ク
、

総
移
動
距
離
１
０
０
０
マ
イ
ル
に
及
ぶ

現
地
ル
ー
サ
ン
の
検
品
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
産
ル
ー
サ
ン
の
概
況

　
春
先
の
冷
涼
な
気
候
を
受
け
順
調
に

生
育
し
、
雨
当
た
り
も
20
％
程
度
と
少

な
い
と
の
事
前
情
報
を
受
け
現
地
入
り

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
検
品
を

行
い
ま
す
と
、
ワ
シ
ン
ト
ン
産
ら
し
い

茎
の
太
い
物
は
皆
無
の
状
況
で
、
成
分

の
低
い
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
春
先
は
冷
涼
な
気
候
で

あ
っ
た
が
、
途
中
か
ら
一
気
に
気
温
が

上
昇
し
茎
が
徒
長
し
て
し
ま
っ
た
事
。

ま
た
、
中
国
が
茎
質
や
葉
付
き
、
成
分

に
関
わ
ら
ず
買
い
付
け
て
い
る
状
況

に
よ
り
、（
近
年
は
よ
り
高
品
質
、
高

成
分
の
物
を
求
め
る
動
き
も
見
ら
れ
ま

す
。）
現
地
グ
ロ
ア
ー
（
生
産
農
家
）

が
刈
り
遅
れ
て
成
分
が
低
下
し
て
で

も
、
雨
当
た
り
を
回
避
す
る
動
き
の
方

が
顕
著
で
あ
っ
た
為
で
あ
り
ま
す
。
価

格
に
つ
い
て
は
、
よ
り
刈
取
り
の
早
い

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
を
中
東
諸
国
が
積

極
的
に
高
値
で
買
い
付
け
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
高
値
を
避
け
北
部
ワ
シ
ン
ト

ン
産
を
買
い
付
け
よ
う
と
す
る
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
の
動
も
見
ら
れ
、
連
動
し
て
価

格
の
上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で

す
。
各
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
毎
日
の
よ
う

に
検
品
・
買
付
に
訪
れ
る
顧
客
対
応
に

追
わ
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
ル
ー
サ
ン
全
体
と
し
ま
す
と
、
か
つ

て
日
本
が
輸
入
量
№
１
で
あ
っ
た
時
代

と
異
な
り
、
中
東
、
中
国
と
の
資
源
の

奪
い
合
い
は
ご
存
知
の
通
り
か
と
思
い

ま
す
が
、
米
国
国
内
向
け
に
つ
い
て
も

不
安
定
な
酪
農
情
勢
で
は
あ
る
も
の

の
、
世
界
的
な
乳
製
品
需
要
を
背
景
に

底
堅
い
需
要
が
あ
り
、
今
後
の
ル
ー
サ

ン
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
も
の
と

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

追
　
記

　
現
地
で
は
同
様
に
チ
モ
シ
ー
の
刈
り

取
り
も
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
し
た
。

滞
在
中
後
半
に
雨
予
報
が
出
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
刈
り
取
り
は
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

実
際
に
滞
在
中
も
降
雨
が
あ
り
、
ウ
イ

ン
ド
ロ
ー
で
の
被
害
も
見
ら
れ
、
一
部

品
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
昨
年
の
価
格
情
勢
を
受
け
、
生
産

農
家
の
意
欲
が
高
く
作
付
け
面
積
が
増

加
し
て
お
り
ま
す
。

業
務
部

酪
農
と
ち
ぎ
青
年
部
本
部

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
開
催

　
７
月
６
日
、
に
し
な
す
の
運
動
公
園

に
お
い
て
、
青
年
部
（
山
本
訓
部
長
）

主
催
平
成
30
年
度
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
、
各
支
部
よ
り
10
チ
ー
ム

約
１
２
０
名
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
例
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
開
催
数
日

前
よ
り
強
い
雨
が
降
り
、
当
日
も
あ
い

に
く
の
雨
模
様
と
な
っ
た
た
め
、
併
設

の
体
育
館
に
お
い
て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を

実
施
し
ま

し
た
。
全

10
チ
ー
ム

が
各
コ
ー

ト
に
お
い

て
白
熱
し

た
展
開
と

な
り
、
大

会
を
通
し

歓
声
と
笑

い
・
真
剣

勝
負
の
中

で
、
相
互

の
親
睦
を

深
め
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

　
試
合
は
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
り
行
わ

れ
、
黒
磯
Ｂ
チ
ー
ム
、
那
須
Ｂ
チ
ー
ム
、

黒
磯
Ｃ
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し

た
。
試
合
結
果
は
右
表
の
通
り
で
す
。

参
加
さ
れ
ま
し
た
選
手
と
応
援
に
駆
け

つ
け
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

ブロック 優勝 準優勝 第 3 位 第 4 位

Ａブロック 黒磯 B 塩原西那須野 那須 A

Ｂブロック 那須 B
芳賀・河内南部

下都賀 大田原

Ｃブロック 黒磯 C 那須南 宇河今市・塩谷 黒磯 A

平成 30年度青年部本部ソフトバレー大会結果
開催場所：那須塩原市　にしなすの運動公園

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
産
ル
ー
サ
ン
検
品
現
地
レ
ポ
ー
ト

県
南
支
所
　
業
務
推
進
課
　
前
原
　
駿
佑

検品中のルーサン。
葉の崩れが目立ち茎も細い。

生育中の２番草。作柄が良いのを願うばかりである。
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生
乳
受
託
課

　
平
成
30
年
６
月
度
の
組
合
生
乳
生
産

量
は
、
昨
年
同
月
乳
量
と
比
較
し
99
・

６
％
（
１
万
９
８
１
３
ｔ
）
と
、
回
復

基
調
の
な
か
、
12
ヶ
月
連
続
し
前
年
を

下
回
る
状
況
で
す
。
各
支
所
の
受
入
乳

量
は
、
那
須
高
原
支
所
１
万
３
０
０
６

ｔ
（
前
年
比
１
０
０
・
５
％
）、
宇
都

宮
支
所
２
５
０
５
ｔ
（
同
96
・
３
％
）、

県
南
支
所
４
３
０
１
ｔ（
同
98
・
６
％
）

と
な
り
、
出
荷
者
数
は
、
前
年
同
月
よ

り
19
戸
減
の
４
１
３
戸
（
内
、
学
校
は

１
校
）
で
し
た
。

　
６
月
度
の
組
合
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
３
・
70
％
（
前
年
差
±
０
・
00
％
）、

無
脂
固
形
分
率
８
・
74
％
（
同
＋
０
・

01
％
）、
体
細
胞
数
20
・
53
万
（
同
＋

０
・
89
万
）と
体
細
胞
数
に
つ
い
て
は
、

昨
年
11
月
以
降
前
年
よ
り
高
い
値
で
推

移
し
て
お
り
ま
す
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
６
月
総
受
託
乳
量

は
９
万
４
２
０
ｔ（
前
年
比
97
・
５
％
）

と
な
り
、
本
組
合
同
様
12
ヶ
月
連
続
し

前
年
を
下
回
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
用
途
別
の
販
売
数
量
は
、
受
託
販
売

量
減
少
の
な
か
飲
用
牛
乳
向
け
は
学
乳

供
給
日
数
減
も
影
響
し
前
年
比
98
・

５
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
飲
用
単
体
で

は
99
・
５
％
と
好
調
を
維
持
し
、
は
っ

酵
乳
向
け
、
生
ク
リ
ー
ム
向
け
が
大
き

く
減
少
し
ま
し
た
。

　
６
月
の
全
国
の
生
産
量
は
、
北
海
道

が
前
年
比
１
０
３
・
１
％
と
10
ヶ
月

連
続
し
前
年
を
上
回
り
、
都
府
県
は

97
・
９
％
と
、
33
ケ
月
連
続
前
年
を
下

回
り
ま
し
た
が
、
北
海
道
の
順
調
な

生
産
回
復
を
受
け
全
国
の
生
産
量
は

１
０
０
・
７
％
と
６
ケ
月
連
続
で
前
年

を
上
回
り
ま
し
た
。

　
尚
、
平
成
30
年
６
月
の
生
産
量
・
乳

質
、
関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別
販
売
数

量
は
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

平成 30 年度　関東生乳販連用途別販売数量　（単位：kg・％）

用　　途 ６月期実績 前年同期実績 前年比 ６月末実績（累計）前年同期実績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 71,301,866 72,353,826 98.5 215,347,375 217,196,098 99.1 

（ う ち 学 校 向 け ） 12,895,116 13,671,929 94.3 34,580,795 35,360,976 97.8 

は っ 酵 乳 向 け 12,663,924 13,496,377 93.8 38,238,315 40,749,227 93.8 

特 定 乳 製 品 向 け 4,997,913 5,174,435 96.6 21,977,316 23,894,173 92.0 

（うち委託加工向け） 0 0 － 0 0 －

生 ク リ ー ム 向 け 1,396,867 1,632,166 85.6 4,493,668 4,908,702 91.5 

チ ー ズ 向 け 59,490 55,656 106.9 190,844 185,938 102.6 

全 乳 哺 育 向 け 0 0 － 0 0 －

総 受 託 乳 量 90,420,060 92,712,460 97.5 280,247,518 286,934,138 97.7 

加 工 比 率 5.53 5.58 － 7.84 8.33 －
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５
月
度
理
事
会
（
５
月
31
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤
　�

東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損

害
賠
償
に
つ
い
て

㈥
　
役
員
推
薦
会
議
報
告
に
つ
い
て

㈦
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
平
成
29
年
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

㈢
　�

平
成
30
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対

策
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

㈣
　�

平
成
29
年
度
乳
質
共
励
会
表
彰
に

つ
い
て

㈤
　
４
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈥
　
外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い
て

６
月
度
理
事
会
（
６
月
29
日
）

報
告
事
項

㈠
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈡
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈣
　�

東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損

害
賠
償
に
つ
い
て

㈤
　�

セ
フ
ァ
ゾ
リ
ン
Ｄ
に
係
る
損
害
賠

償
に
つ
い
て

㈥
　�

関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
５
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　�

生
乳
受
託
販
売
業
務
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

㈢
　�

事
業
未
収
金
管
理
規
程
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

㈣
　�

退
任
理
事
に
対
す
る
退
任
給
与
金

の
贈
呈
に
つ
い
て

㈤
　
理
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

㈥
　
専
門
委
員
会
の
補
選
に
つ
い
て

㈦
　
外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い
て

㈧
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

㈨
　
夏
季
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

㈩
　�

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
更
新
に
つ

い
て

《
平
成
30
年
度
支
所
事
業
》

　
各
支
所
に
お
い
て
、
支
所
活
動
推
進

協
議
会
が
開
催
さ
れ
以
下
の
事
業
が
決

定
致
し
ま
し
た
。

【
那
須
高
原
支
所
】

●
６
月
12
日
　
花
の
苗
配
布

●
８
月
３
日
　
第
16
回
那
須
高
原

野
外
パ
ー
テ
ィ
ー

那
須
町
共
同
利
用
模
範
牧
場
に
て
野

外
パ
ー
テ
ィ
ー
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

お
楽
し
み
抽
選
会
等
）

●
12
月
　
全
体
研
修
会
（
講
演
会
）

●
２
月
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

※�

全
体
研
修
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

に
つ
い
て
の
日
程
等
詳
細
に
つ
い

て
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
宇
都
宮
支
所
】

●
８
月
９
日
　
支
所
全
体
交
流
会

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
お
楽
し
み
抽
選
会

等
●
11
月
　
花
の
苗
配
布

●
11
月
　
酪
農
研
修
会

酪
農
経
営
の
後
継
問
題
に
つ
い
て
、

生
産
者
同
士
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、

同
業
者
と
し
て
の
悩
み
や
問
題
点
、

解
決
策
等
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

●�

2
月
の
研
修
会
は
、
10
月
の
役
員
会

で
決
定
し
ま
す
。（
後
継
者
問
題
）

【
県
南
支
所
】

●
７
月
27
日
全
体
研
修
会
実
施

講
演
内
容
「
栃
木
か
ら
全
国
へ
ジ
ェ

ラ
ー
ト
を
通
し
て
笑
顔
と
感
動
を
お

届
け
し
ま
す
！
」

講
師
　
株
式
会
社
升
智

代
表
取
締
役
社
長

布
瀬
　
智
子

氏

●
11
月
　
花
の
苗
配
付

●
12
月
　
支
所
全
体
交
流
会

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
お
楽
し
み
抽
選
会

●
税
務
申
告
学
習
会

組
合
員
の
根
本
壽
一
氏
（
ソ
リ
マ
チ

農
業
ソ
フ
ト
認
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

と
大
阿
久
善
之
氏
の
両
名
が
、
記
帳

指
導
及
び
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成

指
導
を
年
度
内
に
随
時
行
い
ま
す
。

ま
た
、
３
月
上
旬
、
組
合
顧
問
税
理

士
に
よ
る
確
定
申
告
相
談
会
も
実
施

予
定
で
す
。

お
知
ら
せ

《
組
合
員
加
入
の
ご
案
内
》

　
酪
農
と
ち
ぎ
は
、
組
合
員
の
皆
様
の

力
と
出
資
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
一
口
一
〇
〇
〇
円
の
出
資
か
ら
加
入

可
能
で
す
。
酪
農
に
従
事
さ
れ
て
い
る

ご
家
族
の
方
等
の
加
入
を
是
非
ご
検
討

下
さ
い
。

　
皆
様
の
ご
加
入
を
お
待
ち
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

６月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格
（そのうち ET 牛）

出場頭数 成立頭数 平均価格

北 見 ６月４日 272 227 83.5% 920 4 3 1,080

十 勝 ６月５日 640 612 95.6% 983 122 121 1,214

釧 路 ６月13日 214 161 75.2% 924 11 7 1,073

根 室 ６月14日 466 383 82.2% 859 35 29 1,048

豊 富 ６月15日 249 199 79.9% 901 5 4 974

合 計 1,841 1,582 85.9% 917 177 164 1,078

前 月 2,154 1,770 82.2% 921 193 169 1,106

前年同月 1,639 1,157 70.6% 850 139 106 1,041

　初妊牛の今後の動向は 10 ～ 11 月分娩牛が中心となります。休場後の市場では、秋産み腹主体
となり、例年相場も上昇基調となることが多く、今年においても道内外の大規模酪農家の引き合
いが強い事、生乳生産現場での生産意欲も旺盛なため、相場が下がる要素は少なく、横ばい～や
や強で推移していくものと思われます。導入を希望される方は腹条件・分娩月によって手配に時
間がかかることも予想されますので、十分余裕をもってのお申込みをよろしくお願い申し上げます。

６月度　県内家畜市場成績　〔単位：円（税込）〕

市場名 種  別 成立
頭数

平均
体重 最  高 最  低 平  均 前回比

（
６
／
30
）

那
　
　
須

ホルス雄 102 66 249,480 55,080 194,135 981

F １雄 125 65 400,680 56,160 310,781 ▲ 16,655

F １雌 90 61 317,520 10,800 253,200 ▲ 18,630

（
６
／
27
）

館
　
　
林

ホルス雄 0 0 0 0 0 0

F １雄 7 99 411,480 360,720 384,171 ▲ 23,799

F １雌 7 98 339,120 281,880 310,423 20,443

　今回の初生牛取引価格は前回から比較し、概ねやや弱含みで推移してい
ます。しかしながら平成 30 年１月から比較し那須市場においてはＦ１オス
が 49 千円、メスが 50 千円値上がりしており、全体的な値上がり基調に変
化はありません。今後も回毎に値動きをしながら、概ね横ばいで進むと思
われます。
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